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実践報告
【ＢＰＳモデルに基づいたアセスメントの初任者研修の導入と実践報告】
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頭の中で想像し、本人を理解・解釈・仮説をする
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本人が表明している
希望・解決したい課題

理解・解釈・仮説を立てる

情報の整理（根拠を掴む）
見たこと・聞いたこと・データ等

理解・解釈・仮説を修正

限られた時間内に説明できるこ
とで明確な支援検討が出来る



市町村・圏域内で基礎研修の導入が必要

（法定研修では、演習講師養成は必須）
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可視化ツールを、相談実践の振り返りとして活用する

8

インテーク アセスメント

情報の整理
（見たこと、聴いたこと、データなど： 事実）

理解・解釈・仮説
（作成者のとらえたかた、解釈・推測）

本
人

環
境

本人の表明している

希望・解決したい課題

(作成者の)おさえておきたい情報
【生物的なこと】

・

【心理的なこと】

・

【社会性・対人関係の特徴】

・

ケアマネジメント検証

演習・実施でのSV

相談支援連絡会

都道府県 演習講師養成

地域のOJT実践
個別SV・GSV

働きたい

働ける体調に不安を抱えている
のではなか

就労していない自分を自己否定
しているのではないか

彼女との結婚を切望しているの
ではなか

エリート過程で育ち、自分にも
早く自立して欲しいと両親は
願っているのではなか

市の担当者に計画相談の支給決定の相談をして、就
労移行事業所の見学とハローワークの求職登録に同
行しましたが、その後の支援ビジョンが描けません。
本当に働きたいのか？働く気持ちの準備が出来てい
るのか本心が掴めず、今後のどうしようかと思ってい
います。

考察・振り返り（気づき） ※アイデアの選択
1.主治医や通院先の病院から、働く応援のた
めに意見を聞いてみたい
２．現在の楽しみや得意な事から、今の悩みが
聞ける関係作りを目指してみる
３.ご家族との面会を伺ってみる

就労支援事
業所は？

就業・生活支援
センターへアク

セス？
ハローワーク
相談？働く力は？
先ずは
計画相談
だな

働きたい願いの
ケースに就労支援
がマッチング出来
ずに困っています。

働けない体調
や原因は？

なぜ働きたい
と思っている
のだろう？

友だちは、どん
な方がいる？

家族はどう思って
いるの？

・体調不良で受診して服薬をし
ていることから、朝起きれない
生活リズムですごされている
・友人がちゃんと働いていて車
で彼女とドライブしている話を
時々されている
・病院で知り合った彼女はとて
も理解ある人で時々電話をする
・一流企業勤めの両親と兄がい
るが、まだ話したことは無い



ケースレポートをする実践の準備・実践・振り返り
（ケアマネジメント検証/個別SV/GSV/事例検討）
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働きたい願いの
ケースに就労支援
がマッチング出来
ずに困っています。

働きたい願いの
ケースで本人の本
音が聞けないで
困っています。
本人との関係を作
るためのアイデア
とっ下さい

グループメンバーは、ケースレビューを受けて、何を
理解し・何のアイデアを出すかを入り口で理解する

（トレーニングで導いていく育成過程）

質問は、目的が理解で
きて、本人を理解する
ための質問をしながら、
仮説や解釈をしてアイ

デア準備する
（事例提供者と一緒に
アセスメントしている）

準備期 実践期



自分の相談支援の癖・傾向を
客観的に振り返るツールでもある
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現在使用されている
アセスメントシート

インテーク アセスメント

情報の整理
（見たこと、聴いたこと、データなど： 事実）

理解・解釈・仮説
（作成者のとらえたかた、解釈・推測）

本
人

環
境

本人の表明している

希望・解決したい課題

(作成者の)おさえておきたい情報
【生物的なこと】

・

【心理的なこと】

・

【社会性・対人関係の特徴】

・比較
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